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ＡＰＥＣエンジニア（建築構造技術者） 審査申請書（新規用） 

様式１ 

一般事項等 

登録番号 №             （事務局使用欄）

 

私は、APEC エンジニア Structural（構造）分野の登録をしたいので、審査の申請をします。 

私は、この審査申請書に記入した事項および添付した書類の内容が真実で、かつ、正確であることを誓います。 

また、以下のことに同意します。 

・わが国および業務を行う相手エコノミーの行動規範を遵守すること。 

・相手エコノミーの免許又は登録機関の要求事項及び法規制により、自己の行動について責任を負うこと。 

なお、この審査申請書および添付書類の内容が真実と相違がある場合には、登録を取消されても異存ありません。 

また、APEC エンジニアとして登録後、上記同意に反した事実が判明した場合には、登録を抹消されても異存ありません。 
 

2011 年 １０月 １ 日 
 

日本APECエンジニアモニタリング委員会                    会  長 殿 

建 築 エ ン ジ ニ ア 資 格 委 員 会                    委 員 長 殿 

財団法人 建築技術教育普及センター                    理 事 長 殿 
 

                               申請者氏名（自署） 建 築  構 造 
 

 

 

 

 
 

２０11 年 １０ 月撮影 
 
 
フリガナ： ケ ン チ ク コ ウ ゾ ウ 生年月日： １９６０ 年 ５ 月 １ 日  満 ５１才 

氏  名： 建  築 構  造 性  別：（男 ・ 女） 国  籍：日本 

 

一級建築士登録番号： 

 

 

№９９９９９９、１９８８ 年登録 
（1987 年試験合格) 

建築構造士登録番号： 
構造設計一級建築士交付番号： 

 
№９９９９９９、１９９４ 年登録 
№９９９９９９、２０１０ 年交付 
 

二級建築士登録番号： 
登録都道府県名 東京都  

支庁・登録機関名（北海道・兵庫県のみ）             
№９９９９９９、１９８５ 年登録 

現 住 所    ： 

（自宅） 

〒１００－００００  東京都 ○○○区 ○○○ ０－００－０  ○○○マンション３０１号室 

                                                              

電話  ０３ （３０００ ）１２３４ FAX ０３ （３００１ ）１２３４ E-mail ａａａ＠ａａａ.ｎｅ.ｊｐ 
勤 務 先    ：  ○○○建設株式会社                                                

所属部署：   本社建築事業部 建築企画部 構造設計室    役  職：  室  長             

所 在 地    ： 

〒１００－００００    東京都 ○○○区 ○○○ ０－００－０  ○○○ビル ２２階          

                                                              

電話 ０３ （５０００ ）４３２１ FAX ０３ （５００１ ）５４３２ E-mail  ｂｂｂ＠○○○.ｃｏ.ｊｐ        
 

受理、審査結果等の通知は、原則として現住所へ送付します。 

現住所以外に送付をご希望の方は、該当する連絡先の番号に○を付け、２を選んだ方のみ下記の連絡先にご記入下さい。 

連絡先： 
1.勤務先  2.その他 〒   －                                             

                                                               
 

以下の勤務先分類と職務分類について該当する番号に○を付けて下さい。 

勤務先分類： 
1．建設業  2．建築設計事務所  3．構造設計事務所  4．プレハブ住宅業  5．官公庁・公社・公団等 

6．学校  7．その他（                                                   ） 

職務分類： 
１．構造設計  2．工事監理  3．教育・研究  4．行政   

5．その他（                                                          ） 
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学歴（最終学歴欄について該当する番号に○をつけ、下記の欄に高等学校等以降で工学教育を受けたものを記入して下さい。なお、工学教育

を受けていない方は最終学歴をご記入下さい。） 

最終学歴： 1．大学卒以上  2．高専・短大卒  3．工業高校  4．その他 

卒業（修了）年月 学 校 名 学部・学科・専攻等 取得学位 

西暦１９７９年 ３ 月   ○○工業高等学校      建築科                            

西暦１９８３年 ３ 月   ○○○工科大学        工学部 建築工学科            工学士   

西暦１９８５年 ３ 月   ○○○大学           大学院 ○○○専攻            工学修士  

西暦    年   月                                                     

西暦    年   月                                                     

 

職務経歴（現在にいたるまでの勤務先について記入して下さい。期間は西暦でご記入下さい。） 

期  間： 
1985 年 4 月 

  ～1994 年 4 月 
勤務先名称（部課名まで）：

○○○建築構造設計事務所  
企画計画部 構造設計第一課 

所 在 地    ： 
〒100－9999  東京都 △△△区 △△△ ９－９９－９９  △△△ビル ３階             

電話 ０３ （５０００ ）２３４５     FAX ０３ （５０００ ）３４５６ 

主な 

業務内容： 
意匠系設計事務所からの委託による大規模複合施設等の構造設計および解析（補助）。     
申請用資料の作成。意匠・設備他各事務所との調整業務等。                      

期  間： 
1994 年 5 月 

  ～  年  月 
勤務先名称（部課名まで）：

○○○建設株式会社  
本社建築事業部 建築企画部 構造設計室

所 在 地    ： 
〒１００－００００  東京都 ○○○区 ○○○ ０－００－０  ○○○ビル ２２階 

電話 ０３ （５０００ ）４２３１     FAX ０３ （５０００ ）４２３１ 

主な 

業務内容： 
複合施設等に附属する基礎部分の構造設計および解析。その他、自社構造設計指針の策定など。 

期  間： 
    年  月 

  ～    年  月 
勤務先名称（部課名まで）：                             

所 在 地    ： 

〒   －                                                         

                                                              

電話    （   ）          FAX    （   ）      

主な 

業務内容： 

                                                               

                                                               

期  間： 
    年  月 

  ～    年  月 
勤務先名称（部課名まで）：                             

所 在 地    ： 

〒   －                                                         

                                                              

電話    （   ）          FAX    （   ）      

主な 

業務内容： 

                                                               

                                                               

期  間： 
    年  月 

  ～    年  月 
勤務先名称（部課名まで）：                             

所 在 地    ： 

〒   －                                                         

                                                              

電話    （   ）          FAX    （   ）      

主な 

業務内容： 
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様式２ 
７年（８４ヶ月）間以上の実務経験 
（このうち重要な２年間のエンジニアリング業務に相当するものについてはナンバーを○で囲んで下さい。） 
注意１：担当した期間の合計が 84 ヶ月以上となるように、新しいプロジェクトから順に記入して下さい。 
注意２：担当期間が複数のプロジェクトで重複する場合は、実務経験の期間として月数を重ねてカウントすることはできません。重複する月数を

除き、合計月数が８４ヶ月を超えるよう記入して下さい。 

No.4 

プロジェクトの名称：  ○○団地 Ｃ棟 基本設計および実施設計                        
事務局

記入欄 

構造エンジニアとして担当した期間：１９９５ 年１２ 月～１９９６ 年 ７ 月   

構造種別：  RC ・ Ｓ ・ ＳＲＣ ・ その他（                                                 ）

規模： 延べ床面積  ４，５００ ㎡  地上 ７ 階 地下 0 階建 

プロジェクトの特徴： 詳細は様式３に記載。                                    

担当業務： １．基本設計 ２．実施設計 3．監理（ポイント監理含む） 4．その他（                          ）

申請者の果たした役割（30 文字以上 60 文字以内）：  詳細は様式３に記載。                  

                                                               

勤務先：  現在の勤務先と同じ                   電話：  ０３（５０００）４３２１     

所属部署：   現在の所属部署と同じ                役職：   現在と同じ         

No.5 

プロジェクトの名称：  Ｚビルプロジェクト 全天候型自動化施工システムの開発             
事務局

記入欄 

構造エンジニアとして担当した期間：１９９４ 年 ６ 月～１９９５ 年１０ 月 

構造種別： RC ・ Ｓ ・ ＳＲＣ ・ その他（ 自昇式施工システム                                   ）

規模： 延べ床面積  ４５,２００ ㎡  地上 ２５ 階 地下 ３ 階建 

プロジェクトの特徴：  超高層マンションの建築構造に係る、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

担当業務： １．基本設計 ２．実施設計 3．監理（ポイント監理含む） 4．その他（ システム開発 ） 

申請者の果たした役割（30 文字以上 60 文字以内）：  研究担当者とし・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

勤務先：  現在の勤務先と同じ                   電話： ０３ （５０００）００００  

所属部署：  建設技術研究センター 構造技術企画課     役職：  研究員          

No.6 

プロジェクトの名称：    ○○県 ＹＫＩ市 スポーツドーム                           
事務局

記入欄 

構造エンジニアとして担当した期間： １９９２ 年 １２ 月～ １９９４ 年 ４ 月   

構造種別：  RC ・ Ｓ ・ ＳＲＣ ・ その他（                                                 ）

規模： 延べ床面積  ２３，１００ ㎡  地上 ３ 階 地下 １ 階建 

プロジェクトの特徴： ○○トラス架構と△△△構造との組合わせによるドーム屋根をもつ体育館 。 

担当業務： １．基本設計 ２．実施設計 3．監理（ポイント監理含む） 4．その他（                          ）

申請者の果たした役割（30 文字以上 60 文字以内）： 構造設計担当者として、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

勤務先：  ○○○建築構造設計事務所              電話：  ０３（５０００）２３４５    

所属部署：   企画計画部 構造設計第一課           役職：   主  任           

（１枚で書ききれない場合は、コピーしてお使い下さい。）  

 ○ ページ 
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様式３ 
２年（２４ヶ月）間以上の重要なエンジニアリング業務の責任ある立場での経験 
注意１：担当期間の合計が２４ヶ月以上となるように記入して下さい。 
注意２：担当期間が複数のプロジェクトで重複する場合は、実務経験の期間として月数を重ねてカウントすることはできません。重複する期間を

除き、合計の月数が２４ヶ月以上なるようご記入下さい。 
 

 

No．１ 

プロジェクト名称：  空港ターミナルビル基本および実施設計             様式２の：№１ 事務局

記入欄
構造エンジニアとして責任ある立場での担当期間： １９９６ 年 ９ 月～１９９８ 年 ５ 月 
（様式２の期間と一致しなくても結構です。責任ある立場として経験した期間を記入して下さい。） 

規模：  延べ床面積  １４３，４００  ㎡  地上 ３ 階  地下 １ 階建 

構造種別：  RC ・ Ｓ ・ ＳＲＣ ・ その他（                           ） 

プロジェクトの所在地： ○○○  国  △△△  都･道･府･県  △△ 市･町･村･区 

プロジェクトの特徴（100 文字以上 150 文字以内）： ３１０ｍの長さにおよぶ４本のコンコースが中心コアに 

集中する複雑なプランの建築物。特に中心コアのビルは、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

担当業務： 1．基本設計 2．実施設計 3．監理（ポイント監理含む） 4．その他（                          ） 

業務の分類*： ａ ・ b ・ c （「業務の分類」 に対応した 「申請者の果たした役割」 を下に記入して下さい。） 

責任ある立場での果たした役割（150 文字以上 200 文字以内）： 国際コンペにより設計・施工を受注した 

ため、企画当初から基本構想を練り上げ、 実施段階における構造的な細部のデザイン等を   

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

図面等（縮尺は自由）： 
（縮尺等を明記して下さい。コピー等の貼付も可とします。別紙の場合は、この欄にその旨を明記した上で、A4 サイズの用紙（2

枚以内）の、右下にプロジェクト名称を明記し、各プロジェクトごとに、この様式の次のページに添付して下さい。） 
 

  （標記のものは、図面自体のイメージの例です。本文とは一致していません。） 

     縮尺＝1：500 （プールを備えた病院建築の例） 

 

第三者による 

証明： 

証明者氏名（自署）  構 造 次 郎 申請者との関係 所属長（上司）      

勤務先等 ○○建設株式会社       電話連絡先   ０３ （５０００ ）４３２１  

所属部署 本社建築事業部 建築企画部 役職  部  長                
*業務の分類については、下記より該当する番号を選び（重複可）業務分類欄に、○を付けて下さい。 

ａ. 比較的小さな規模の業務について、企画、計画、設計、管理、監理、調整などの大半を実施した経験。 
ｂ. 比較的規模の大きな業務の一部を担当して、業務全体を理解した上で関連部署との調整やチームの指導などを行い、業務を実施した経験。 
ｃ. 複雑な条件下の業務、新しい考え方が求められる業務、あるいは複雑な領域にまたがる業務などを実施した経験。 
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